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The point discussed in the paper is that G.M. Hopkins'poems had been written from his

inner tension between sinsibility and creed.
Repulsion

and conciliation between the two are

traced in Hopkins' works throughout his life. The author thinks that, though Hopkins had

been always an infallible Jesuit, the desire inside him to attain infinitesimal, earthly, sensuous

self on the one hand and cosmic, celestial, dogmatic faith on the other is originated deep into

the opulent perception bestowed upon bin.

G.M.ホプキンズの詩が読者に与える衝撃のみなもと

は,詩人の知覚の天性の非凡にある.個体の感官は外か

らの絶え間ない刺戟に無数の反応を生み,知覚の総体が

彼の地上界を作り上げる｡こうしてそこでの経験の継続

が個人の感情や思想をは(･くむ｡ホプキンズの豊能な知

覚は作品の中に深く鋭い感覚の世界を拡げさせたが,そ

の一方では感覚に溺れることを許さない峻厳な思惟の世

界もまた聞かせた｡烈しい感情の流れを唆しい信仰の高

衣-と鍛え上げるホプキンズの力ほ,偏りを持たない詩

人の知覚そのものに根ざした｡溢れる感覚のないところ

に求道はあり得ない｡感性のほとばしりに身をまかせる

一方で,ホプキンズはそれを越える永続的な悟性の充足

を必死に求めた｡

ホプキンズの初期の詩の中では自然は個性的な美に満

ち,それらが感能-の傾きを伴ってあざやかに措かれた.

しかし最も早い時期の作品にも自然美へ向う感性-の不

安はすでに表わされており,美は消滅を予見するはかな

いものとして意識された｡光と音は感覚の主要な部分を

占めるが,ホプキンズの作品にあらわれる忘れ難い日光

はすべて夕暮れのそれであり,耳にひびく風の音は,例
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えばThe Escorial第13聯の`Then pass'd the wind,

and sobb'd with mountain-echo'd woe." (さらに弱くや

がて風は過ぎ行き,山にこだまする悲しみですすり泣

くo)あるいは Wl'nter
with ike Gulf Stream 第2聯

の`The hoarse leaves crawl on hissing ground/

Because the sighing wind is low." (声のかすれた葉が

地をひそかな音をたてて働う｡吐息する風のそよぐため

に｡)のような移ろうものを言葉にとどめる試みであっ

た｡

引用の前者はホプキンズが16歳のときにグラマースク

ールで書いたといわれる現存する最初の作品からであり,

後者は大学に入学した19歳の年に善かれたものからであ

る｡習作期にあっては,自然の奥に予感される衰え一

万物の底にほのみえる必滅の相貌が,詩人の美感をひと

きわ引き立てるのに役立ったけれども,その故にこそ,

感覚への不安とそれを危険と見る債向は次第に強まりオ

クスフォードでの学究生活を通してようやく明確な形を

とった｡

ホプキンズの感受性は地上のすべてに向けて豊かに感

応したが,ただどんな小さな対象にも,おもてに表われ
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た特徴のみに安んじることができなくて,いつも個性の

奥底へ向けてその感知力が働いた｡感覚のみなもとに万

物存在の起点ともいうべきホプキンズの知覚が精妙に躍

動しつづけたからに違いないが,感覚が安定を求めてど

れはど根源にさかのぼろうとも,知覚がみずからを知覚

し得ない限りは,いつか最後を越えて無限の空虚に抜け

るほかはない｡情意の不定が信条の堅牢を望み,信条の

不滅が情意の流露にゆらく巾という果てしない背反は,請

人の生得の知覚力に挙まれる宿命であったが,接点を求

めて板の奥まで追って止まない力が,無限一神と向い

あうことになるのもまた抗し得ぬ必然であったo ただ,

こうしたわけで,ホプキンズの宗教は生涯を通してあく

まで個人的,求心的であって,集団-向う広さに欠けたo

ホプキンズの詩の中で,恐ろしいほどの集中力をこめて

神と面するのは,いつも｢わたし｣であって｢われわれ｣

ではなかった｡

ホプキンズが終生懐しく思い出したオクスフォードで

は若い詩人は俊才の捻まれ高く,古今の知識に触れて深

い影響を受けたが,湧いてこぼれる感覚への不安と恐れ

を克服して永遠につながる安定に達したいとする板木の

命題には,当然ながら解決をみることカラなかった.在学

中に作られ,ホプキンズの初期の作品の中ではよく読ま

れるHeaven-Havenが当時のホプキンズの心境をかいま

見させる｡

I have desired to go

Where sprlng not fail,

Tofields where 凸ies no sharp and sided hail

And a few lilies blow.

And I have asked to be

Where Ⅱo storms come,

where the green swell is in the havens dumb,

And out of the swlng Of the
sea.

(泉のかれないところ,鋭い様なぐりのあられの吹か

め,ゆりの花咲く野辺-行きたいと望んだ｡

嵐の来ないところ,大波にゆられぬ,掠のうねりが港

内で静まるところにいたいと願った.)

ラファエル前派の絵画を思わせる小品の中にホプキンズ

の詩才がきらめく.第1聯3行の"sided hail"には読

むものの心象にくい込む力がある｡第2聯4行にあらわ

れる弱弱強格-の1)ズムの変化は"swing''., "sea"の頭

韻の働きを得て,外海の大きな動揺を身体に呼び覚ます.

これらの詩句が詩人の内面の葛藤をうかがわせる一方で,

静かな安らぎを得たいという厭いが全体を覆う｡

学生時代のホプキンズが残した断片的な日記に見える

次の一節はいつも人目を惹く｡ `For Lent. Nopuddings

on Sundays. No tea except if to keep me awake and

then witbotlt Sugar. Meat only once
a day. No verses

in Passion week or on Fridays. No lunch or meat on

Fridays. Not to sit in armchair except can work in

no other way. Ash Wednesday and Good Frieday bread

and water." (四旬節に｡日曜日はプディングなしo眠

らないためのほかは茶を飲まない｡それも砂糖なし｡肉

は日に一度｡受難過と残りの金曜日には詩を手にしない｡

金曜日ほ昼食抜き｡仕事の必要以外はひじかけ椅子に坐

らない｡聖灰水曜日と苦受日はパンと水｡)この時期ホ

プキンズは罪深いおのれを罰するかのように,禁慾に魂

の救いを求めた｡肉を痛めることが霊の輝きを増すとで

もいわぬばかりに苦行に喜びを見ることもあった｡ 1865

年のEaster Communion と題するソネットほ｢復活祭

聖ざん式｣のめでたさを歌う｡

Pure fasted faces draw unto this feast:

God comes all sweetness to your Lenten lips.

Yo11 Striped
in secret with breath-taking whips,

Those crookるd rough-scored chequers may be pieced

To crosses meant for Jesu's; -･･･

●●●●●● ●●●●●●●●●●■●●●●●●●
●●● ●●● ●●● ●●● ●●■●●● ●●● ●●●

Your scarce-sheathed bones are weary of being

bent;

Lo, God shall strengthen all the feeble knees･

(清らかな断食をすませた寅がこの宴席につどう.神

_はあなたがた四旬節を終えた唇にこの上ない美味を与
え給うo息をのむ鞭打であなたがたにはひそかな痕が

ついているが,その曲った格子模様のあらい痕は,継

ぎ合わせてキリストをあらわす十字架となるかも知れ

ない｡ --あなたがたの露わに近い骨からは,かがむ

力も失せた｡でも見よ,神は弱った膝にすべて力を与

え給う｡)

しかし単なる禁慾が現世の美醜,愛憎を消して,内面の

平静をいつまでも許すことはあり得ない｡かえってそれ

らをむき出しにすることもあったに相違ない｡ホプキン

ズほ汚れない学友たちに比して自分の罪深さを呪い,こ

の年の無題のソネットでは次のように書いた｡

Myself unholy, from myself unholy

To the sweet living of my friends I look-

Eye-greeting doves bright-counter to the rook,

Fresh brooks to saltsand-teasing waters shoaly:
-

(不浄な自分を不浄な自分から友人たちの楽しげな暮
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し-と見くらべる｡ -みやまがらすとは打って変っ

たやさしいまなこの小鳩たち,浅瀬の砂にまといつく

塩水とは打って変った清流-)

こうした自責の念がときに昂じて,後年の`Terrible

Sonnetsnを思わせる自己憐慰と神-の反抗を詩行にあ

らわすこともあった｡やほり同じ年の無題の作品からの

引用である｡

My heaven is brass and iron my earth:

Yea iron is mingled with my clay,

So bardell'd is it in this dearth

Wbich praying fails to do away.

Nor tears, nor tears this clay uncouth

Could Ⅱ10111d, if any tears there were.

A warfare of my lips in truth,

Battling
with God, is now my prayer.

(わが天は真ちゅう,わが地は鉄｡さよう,わが身の

土くれは鉄とまざり,祈っても追い払い得ぬこの飢え

に冷たく固まる｡涙もこの醜い土くれをこねなおすこ

とはできぬ-たとえ涙があるとしても｡まことわが

唇のいくさは今や神と戦うわが祈り｡)

そうはいっても,この絶望的な気分がいつもホプキンズ

にのしかかっていたわけではない｡むしろ感覚による自

己,地上的な自己,個としての自己を超魁して,絶対

的な信条一神の恵みと信仰の安らぎ-を得たいと切

に願う気持が支配的であった｡ ･をして当時の宗教界に渦

巻いた教義の葛藤,あるいは伝統的な宗門各派の係争に

も影響されて,ホプキンズは進むべき道を容易に確信す

ることができなかった. 1866年の四旬節に作られた

Nondumはその間の事情を語る｡

We see the glories of the earth

But not the hand that wrought them all:

Night to a myriad worlds gives birth,

Yet like lighted empty balュ

Where stands no host at door or hearth

Vacant creation's lamps appal.

(われらは地上の荘れいを見るけれども,それを作り

給うたお手を見ることはできない｡夜空は無数の小世

界を生みだすけれども,輝く大広間の戸口にも炉辺に

もあるじの見えぬごとく,空しく創造のともし火が人

をおじけさせる｡)

星づく夜空を主のいないこうこうたる客間に見たてる技

巧はあざやかである｡そして同じ第4聯では無限に臨む
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おびえが措かれる｡

And still th'abysses infinite

Surround the peak from which we gaze.

Deep calls to deep, and blackest night

Giddies the soul with blinding daze

Tbat dares to cast its searching sight

On being's dread and vacant maze.

(しかもわれらの峯より見入るまわりを限りない深測

が囲み,深みは深みを呼び,存在の恐ろしくまた空し

い迷宮にあえて探求の目を向ける心には,目のくらむ

畏怖を与える｡)

続いて第5聯は多様な教条の相勉から真理のあらわれが

妨げられるのを悲しむ｡

And Tboll art Silent, whilst Thy world

Contends about its many creeds

And hosts confront with丑ags unfurled

And zeal is且usbed and pity bleeds

And truth is heard, with tears impearled,

A moaning voice among the reeds.

(しかもおん身は黙し給い,その間地上界では多くの

教義がせめぎ,宗徒は旗をかかげて争い,熱情がほと

ばしり,憐怒が血を流し,真理は真珠の涙を光らせて

あしの間をこうめきを洩らすo)

そして最後の聯に至って,やさしい恩寵の訪れを待ちわ

びる気持が巧みな比愉で読者の胸にしみる｡

Speak! whisper to my watching heart

One word-as when a mother speaks

Soft, when she sees ller infant start,

Till dimpled joy steals o'er its cheeks.

Then, to behold Thee as Thou art,

I'll wait till morn eternal breaks.

(語れ,わが見まもる心にひとことをささやき給え一

母親が幼な子のおびえるのにやさしく話しかけ,やが

て喜びのえくぼがその額にしのび寄るごとくに.そう

すれば,おん身の姿をあるがままに見るために,われ

ほ永遠の朝の明けるまで待つ｡)

曲折の末,ホプキンズはその生涯を托すべき信仰へと

近づいた.Nondumの書かれた年,大学在学3年目の秋に,

ホプキンズは両親や知人たちの強い反対と懸念を振り切

ってローマ･カトリック教会に改宗し,その2年後には

イエズス会の聖職者になる決意を固めて,数年に及ぶ所
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定の修行に服した｡改宗と出世間については,それぞれ

思想的にも環境の上からもそれなりの必然があったけれ

ども,事態の進展にはいささか性急さを感じさせる而も

あった.学友のひとりは1866年7月24日の日記に,

血walked out with Hopkins and he con丘ded to me his

fixed intention of golng over tO Rome. I did not

attempt to argue with bin as his grounds did not

admit of argument･" (ホプキンズと外を歩いて,ロー

マカトリック教徒になるという彼の動かぬ決意を打ち明

けられた｡彼の論拠は議論を許さぬものであったから,

わたしほ彼と議論を試みはしなかった｡)と書いている｡

ホプキンズの決断と行動には"Faith"に達した結果とい

うよりは,むしろ"Faithガに達するための飛躍という趣

きがあった｡これ以外には信じられないという信仰の鋳

型の中に自らをとかし込み,いわば退路を絶つことによ

って究極の安定に達したいと願ったのではなかったか｡

ともかくホプキンズを待っていたものは,肉体にも精神

にも厳格きわまりない訓練の期間であり,入会に際して

ほそれまでに書いた詩のすべて-ホプキンズはすべて

と思った-を焼き,かつ7年にわたって完全に詩作を

絶った｡

1868年24歳で修道僧の生活に入り, 1877年33歳で鼓晶

を受けるまで約9年の修練期間を通して,神のみ心に恥

じない聖職者であろうとするホプキンズの決心は,ひと

きわ強固なものとなった｡この覚悟は終生ゆらぐことは

なかったけれども,ただそのためには,激しい歓喜を経

験する一方で,苛烈とでも呼ぶほかはない恐ろしい戦い

もまた避けることができなかった｡ともあれ詩が書かれ

なかった時期にホプキンズがどのような思惟の世界を経

たかをうかがわせる資料として,それに対応する期間の

日記が残されている｡内容の大部分は克明な自然観察の

記録で,のちに詩の材料となったもろもろの対象が科学

者の限の敢密さでしるされている｡ホプキンズの思想の

特徴を示す独特な造語として知られる`inscape"と

`instress"も,このころの日記以降頻繁に使われたo

ホプキンズはこの2つの単語を特に定義づけすること

もなく,どんな書きものの中でも,名詞あるいは動詞と

して自由に用いたが,ホプキンズにしてみれば,これら

の言葉が意味するものはあまりに自明で説明のしようが

なかったのに違いない｡日記の中には次のような言葉が

見られる｡ "I thought bow sadly beauty of inscape

was u血nown and buried away from simple people

and yet bow near at band it was if they bad eyes

to see it and it could be called out everywhere again."

(愚かな人びとがインスケイブの実に気づかず埋もれさ

せていることをわたしは悲しく思い,またもし見る眠が

あればそれはすくヰ元にあって,どこへでも呼び出すこ

とができるのにと思った｡)

またつりがね水仙は日記の中でしばしばホプキンズの

関心の対象となったが, 1870年の5月に`I do nottbink

l have ever seen anything more beautiful than the

bluebell l have been looking at･ I know the beauty

of our Lord by it･ Its inscape is mixed of strength

and grace, like ash tree." (わたしは自分の見ているつ

りがね水仙以上に美しいものを見たことがないと思った｡

わたしはそれによってわが主の美しさを知ることができ

る.そのインスケイブにはとねりこの木と同じく強さと

優しさが握り合っている｡)とあり,翌年5月にほかな

り長い微細な観察の中に`Tbe bluebells in your band

ba用e you with their inscape, made to every sense:

if you draw your fingers throughthem they are lodged

and struggle with a shock of wet beads;" (つりがね

水仙を手にするとそのインスケイブが身体中の感覚に訴

えて,とまどいを覚えさせる｡花を持で軽くなぜると,

しめった頭部をかしげてさからう｡)などと善かれた｡

正確な定義づ桝まむつかしいにせよ, `inscape"は事

物のおもてに表われる特徴を生み出す源となる,そのも

のの内に秘められた個別的な性質とでも説明すべきもの,

また"instress"はその"inscape"を生み且つ動かす原

動力のことと考えて一応誤りがない｡ホプキンズがあら

ゆる事象に向けていつも外面から最も奥深い個性とエネ

ルギーを感知したということは,前にも触れたように,

この詩人の稀な感官の力と深いかかわりがあった｡現世

を形づくるすべては個体の知覚を待ってその存在を保証

されるのであり,感覚が存在の根源へとさかのばるのは,

大もとの知覚が鋭く豊かな働きを主祭して止まないから

であるoそしてこの敬度な訓練と学習の期間に,ホプキ

ンズが万物に向ってその個別性に枢要を認めたというこ

とは見逃せない意味を持った｡感覚の跳梁を許すとして

詩を書くことを自らに禁じながらも,ホプキンズが

``inscape"と"instress"に心を懐ける日々を送ったと

いうことは,ホプキンズの中で地上の個と無限の全能と

が重なりはじめたということでもあった｡移ろう感覚を

押し殺すことで不変の信条に到るのではなくて,はかな

い生を永却の実在の托された小さな表われと見るように

なったということである｡ここでようやくホプキンズは,

つりがね水仙iこよって神の美しさを知ると観ずることが

できた｡

この事せな内面の変化は,いうまでもなく9年に及ぶ

献身的な修道の生活によってもたらされた｡世俗を離れ

た僧院での静かで厳しい毎日が,ホプキンズの精神に安

らぎを与え,そのまじりけのない集中力を一段と昂める
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のに役立った｡峻厳で知られるイエズス会の修練は,開

祖イグナティウス･ロヨラが The Spiritual Exercises

の中で示した教えを実践するという形で進められる｡こ

の書物は16世紀にスペイン語で善かれたが,その一部

にあたる`principle and Foundation"の英訳を試

みたホプキンズのノートが残されている｡そのはじめに

`Man was created to praise,
reverence and Lq,erVe

God Our Lord, and by
so doing to savehissouT･

And

the other things
on the face of the earth

were created

for man's sake and
to help bin in the carrylng Out

of the end
for which be was created.

Hence it

follows that man should make
use of creatures so

far as they help him to attain his end and withdraw

fr.m them so far as they hinder him from
so doing･"

(人はわれらの主である神を称え,敬い,これに仕え,そ

うすることで自分の魂を救うように作られた.そして地

上の他のものは人のために,人が自分の作られた目的を

行なうのを助けるために作られた｡その故に人は神の創

造物が自分の目的を全うするのに助けとなる限りはこれ

を用い,妨げとなる限りはこれを棄てな桝まならない.)

とある｡イエズス会修道士としてホプキンズは研修の期

間中ひたむきにこの思想の実践に赴いたから,人間を中

心とした地上のすべてが神の御心にかなうという確信に

向って近づくことができた｡

後年ホプキンズがThe S2l'riiual Exercisesに基いて

行った解説の中には次のような言葉がある｡ "The sun

a.nd
the stars shining glorify God･ They stand where

he place them, they
move where he bid them･ 'The

Heavens declare the glory of God/ They glorify
God,

but they do not know it･ The birds sing
to him, the

tbnnder speaks of his
terror, the lion is like his

strength, tらe
sea is like his greatness, the honey like

his sweetness, they are something like him･ they

make bin known, they tell of
bin, they give bin

glory,
but they do not know they do･"

(太陽と星とは輝いて神に栄光を捧げる｡それらは神

の定め給うた場所に位置し,命じ給うたままに動く｡｢天

体は神の栄光を宣す｡｣それらは神に栄光を捧げしかも

それに気づかない｡鳥は神に歌い,雷は神の恐ろしさを

語り,獅子は神の強さを思わせ,海は偉大さを,賓は甘

さを思わせる｡すべて神に似た何かであり,神を知らせ,

神を語り,神に栄光を与える｡しかしいずれも自分のし

ていることに気づかないo)またそれとは別に``Smiting

an anvil, sawing
a beam, driving horses, scouring,

everythinggives God some glory
if being in his grace

you do it as your duty." (かなとこを打ち,はりを挽
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き,馬を駆り,物を磨く,このいずれも,もしあなた

が神の恩寵に与って務めとして行なうのならば,なんら

かの栄光を神に与えることになる｡)と述べている｡こ

うしてホプキンズはイグナティウス･ロヨラの教えに全

面的に服することによって,個は全体をあらわし,有限

は無限の一部であるという強くめでたい信条に導かれる

ことができた｡

なおこの時期にホプキンズは13世紀の神学者ダンス･

スコウタスの著作をはじめて読み,以降深くその思想に

傾倒することとなったが,このこともまたホプキンズが

一段と高いひとつの解脱に到ったことと板を同じくして

いた｡スコウタスの哲学では事物の個別性が重視され,

｢これ｣を｢これ｣たらしめる最後の特徴を`baeoceitas

(-tbisness)"と名づけることで独自の"Principle of

lndividlユation"が成り立ったといわれる｡ またスコウ

タスはまず個別性が感覚と結ばれた悟性の働きによって

`丘rst act of knowledge"として感得され,次いで抽象お

よび比較によって普遍性が``second act"として認知さ

れるとして,その"theory of knowledge"を主張した

といわれる｡これらがホプキンズの`iⅡscape'および

#instressガ という考えと照応することは一目瞭然である｡

スコウタスの著作をはじめて手にした喜びをホプキンズ

ほ1872年の日記に`…and [I] was flush with a new

stroke of enthusiasm.
It may come to nothing or it

may be a mercy from God. But just then when l

took in any inscape of the sky
or sea I thought of

scotus." (新しい熱中の流れが溢れたo これまなんでも

ないかも知れないし,神からのお悪みであるかも知れな

い｡しかしこのときは,空や海のインスケイブが少しで

も目に入ると,わたしはスコウタスを思った｡)と書い

た｡

それから数年後にホプキンズは懐しいオクスクオード

へ牧師として赴任したとき,ここに暮したといわれるス

コウタスを称えるソネットDuns
Scolus's Oxfordを書

いた｡オクスフォードの街と自然の調和をほめ,その田

園が壊わされるのを悲しむオクティヴのあとに,次の詩

句がある｡

Yet ab! this air l gather and i release

He lived on; these weeds and waters, these walls

are what

Ⅲe haunted who of all men most sways my spirits

to peace;

Of reality the r2reSt-Veinるd unraveller;
a not

Rivalled insight, be riyal Italy or Greece;

Wboむed France for Mary without spot･
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(しかもああわたしの吸って吐くこの空気で彼もまた

生きたのだ｡この事と川,この壁は彼のいつも往き来

したところ一誰よりもわたしの心を大きく鋲めてく

れたあの人の｡稀な才に恵まれて真実を解き明かした

人,イタリアやギリシャと張り合って一歩も引かない

洞察の人,けがれない聖母を称えてフランスを燃え立

たせたあの人｡)

ホプキンズはこのようにスコウタスの学説に深い共鳴を

見出し,そこから新しい思惟の世界を開く手がかりを与

えられた｡ホプキンズにあっては,思想が人から切り離

された単なる知識にとどまることほあり得ない.だいた

いホプキンズほ思想を解説したり議論したりすることが

なかった｡思想は言葉そのものであり,言葉は人間の生

く小さい息吹きであった｡ 11年ぶりにオクスフォードに落

着いたとき,ホプキンズは空気や雑草や川や家並からス

コウタスその人を肌に感じ,積年の敬愛を詩に托したの

であった｡

聖職書こつくための厳しい研袋の期間を経て,ホプキン

ズはそれ以前の不安と絶望から除々に立ち直り,新しい

"Faith''の高みへと導かれた.今や地上は美に満ち,そ

れらほすべて神の美しさを表わした.万物は神に栄光を

与えるためにあり,人の営みは神の恩寵に与かる限りす

べて神に栄光を与えた｡かっての禁慾は止揚されて恭度

な自由が獲得された｡修行生活7年目の冬が訪れたとき

ホプキンズは突如沈黙を破って大作The Wreck of the

Dcuischlandを書いた｡そこには蓄積されたものの噴き

出る趣きがあった.かっての作品に比して1)ズムは関連,

個性的となり,音は集中的,効果的なひびきを増し,冒

葉は純粋で簡潔で緊迫したものとなった｡この詩は難破

によって海中に呑まれた5人のフランシスコ派修道女の

死を題材としたが,それは追悼の作品にも鎮魂の作品に

もならなかった｡修道女の溺死という事件を象徴として

いわば詩人の宗教的形而上学を語るものとなった｡新聞

の記事に感動したホプキンズ自身の内面が,その中に歌

い上げられた｡

第1部は10聯より成り,それらは遭難とは直接かかわ

りのない詩人の神-の想念を述べる｡第3聯の前半で窮

地に陥ったときのホプキンズが,一途に神のふところへ

飛んださまが措かれる｡

The frown of his face

Before me, the hurtle of hell

Behind, where, where was a, where was a place?

I whirled out wlngS that spell

And 8ed with a貞ing of the heart to the heart of

tbe Host.

(かのおん方の渋面を前に,地獄への落下を後ろにし

て,どこに,どこにわれたしの,どこにわたしのいる

べき場所があったか｡その瞬間,わたしは巽をひろげ,

心をほね出す思いで主の御胸に飛んだ｡)

3行目の"where"以下,最も単純な言葉がつまって出

ないさまに,ホプキンズの経験した痛い煩悶がしのばれ

る｡しかし今は自分の魂は神の胸に抱かれる鳩となった｡

第5聯の後半では,地上の荘れいの奥に神のお力の深く

及ぶことが歌われる｡

...tho'he
is under the world's splendour and wonder,

His mystery must be instressed, stressed;

For l greet bin the days l meet bin, and bless

when I understand.

(かのおん方はこの世の輝きと驚きの底にいますけれ

ども,その神秘の力は強く感じとられ,深く経験され

なければならない｡それはかのおん方に会うときは必

ず歓迎し,かのおん方を知るときは必ず祝福するため

である｡)

個々の自然がそれぞれの根底に`inscape"を秘め

`instress"の支配を受けるのと同様に,この世界全体の

深奥に神とその力がある｡ホプキンズはいつもそれを見

落さないように心をあらたにした｡

第2部へ入って第12聯から第17聯までは,あたかも詩

人自身が受難しつつあるようにその夜のさまが描かれる｡

第17聯は夜の嵐の凄まじさを次のように書く｡

Tbey fo1】ght with God's cold-

And they could not and fell to the deck

(Crushed them) ?r water (and drowned them) or

rolled

Witb the sea-romp over the wreck.

Nigbt roared, with the heart-break bearlng a beart-

broke rabble,

The woman's wailing, the crying of child without

cbeck-

(彼らはみな神の寒気と戦った｡しかしかなうはずも

なく,デッキに倒れ(デッキは彼らを砕く)あるいは

水に倒れ(そして彼らを滞れさせる)あるいは難破船

の上を潅が跳ねるのに合わせてころがったo 胸のやぶ

れる悲しみの声,とめどない女の泣き声と子供の叫び

を耳にして,暗夜は胸のやぶれる思いで吠えた｡)

第3行`(crushed them)"の主語は`deck"であり,
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ここの関係詞の省略は`crusb"の音の効果とあわせて,

その場の光景に身の毛のよだつ思いをさせるo第5行の

同じ音の繰り返えしが夜の喧嘩を読者の聴覚に訴える｡

このあと第】.8聯から第31聯までは,故事-の連想をから

めながら英雄的尼僧の``O Chl･ist, Christ, come quickly."

(｢キリストよ,とく来ませ｡｣)という叫びの意味がいろい

ろに考察される｡そして修道女の真情をおしはかること

で,このヒロインを通してホプキンズ自身の思いが吐露

される｡やがて第28聯に至ってキリストの臨葛を迎える｡

But how shall I...make me room there:

Reacb me a… Fancy, come faster-

Strike you the sight of it? look at
it loom there,

Tbing that sbe… There tben! the Master,

Ibse, the only one, Christ, King, Head:

(しかしわたしなどにどうやって-わたしをそこへ行

かせ給え.わたしに授け給え-想像よ早く来たれo -

あなた方もその光景に打たれるか｡見よ,あそこにそ

れが微かに浮ぶ｡ ･･･かの女の見たもの･･･それあそこに,

主たるおん方,かの人,唯一者,キ1)スト,王,首長.)

驚きと夢中とで言葉もしどろとなり,キリスト-の恐催

に身のふるえを誘われる."therenが何度も繰り返えされ

て目の前に奇蹟のあらわれる感じを強めるo"theMaster'

より`Head"まで同格語の連打がホプキンズのキリス

ト-の思いをあらためて印象づける｡このあと海の受難

ほ神の恩寵にほかならず,神の偉大さを知り,主を迎え

る試練に恵まれた喜びが晴示される｡第31聯の最終行

…is
the sbipwrack then a harvest,

does tempest carry the grain for thee?

(-それでは難破は収獲であり,嵐はおんみに殻物を

もたらしたのか｡)

こうして第32聯から最後の第35聯まで再び第1部の主題

が繰り返えされ,朗々たる神への祈りで全篇がしめくく

られる｡

ホプキンズは The Wreck of ihc Deuischland を

1875年12月に北ウェールズの聖ブユノス学棄で書いた｡

ここでは聖職に任ぜられる修練期間の最後の3年を過し

たが,優しい自然に囲まれた学究の生活がホプキンズの

心身にはよほど適したと思われるo The Wreck of ike

Deutschland以後死の直前に至るまで,ホプキンズはい

わゆる習作期の作品とは全く趣きを異にする独自の詩の

世界を繰り拡げたが,特に鼓品を受けてこの地を去る前

の数か月間には,至福の時代を告げる一群の作品をまる

で噴きこぼれるように書き上げた. God's Grandeurに
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はじまるその10篇のソネットはすばらしさで読むものの

目を見張らせる｡イエズス会土の灼熱した宗教的信条が

生得の豊潤な感覚を天高く燃え上らせたとでもいう汚か

はないのである｡

God's Grandeurはこのときのホプキンズの思想をじ

じかに語る｡

The world
is charged with the grandeur of

God･

It will 月ame out, like shining from shook
foil;

It gathers to a greatness,
like the ooze of oil

Crusbed- -

-･･･, nature is never spent;

Tbere lives the dearest freshness deep down things;

And thotlghthe last lights o庁the black West went

oh, morning, at the
brown brink eastward･ springs･･･

Because the Holy Ghost over the bent

world broods with warm breast and with ab!

brigbt wings.

(この世は神の荘れいに満ちる｡それが揺れる金属は

くの光のように輝きを発する｡それは押しつぶされて

にじみ出る油のように,少しずつ集って大をなす｡
･･･

･-･･自然は決して尽きることがない｡万物の奥底には

この上なく親しみ深い新鮮さが生きている｡そしてい

ま最後の光が暗くなった酉空に消えても,見よ,朝が

うす明りの東の端におどり出る一聖霊がまるく寝て

いる世界をあたたかく胸と,ああ輝く巽で巣ごもるよ

うをこかかえるから｡)

神の荘厳と聖霊にだかれた自然の美しさとが,ホプキン

ズ独得の打ちつける音の響きと,くっきりしたイメージ

によってみごとに形象化された｡そしてこの作品にす('

続いて善かれた The Starlight Night では星空の莫し

さへの感動が背後にいます神-の讃美と直結している｡

Look at the stars! look, look up at the skies!

o look at all theむe-folk sitting in the air!

The bright brougbs, the circle-citadels tbere!

Down in dim woods the diamond
delves! the elves'-

eyes!

(星を見てごらんoほら空を見上げてごらんoさあ,

空中に坐った火の仲間たちを見てごらん.たくさんの

輝く街,環になった城を｡ほの暗い森の奥に光るダイ

ヤモンドの坑口を.妖精たちの限をJ)

これがホプキンズの感覚に映る夜空の星である｡いわゆ

るスプラング, 1)ズムと一面にちりばめられた感嘆符,

第4行にある[d]の強い頭韻, `delves", "elvesガ,
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"eyes"の同音の譲り返えし,それらがきらめく星のイ

メージと融け合って,うしろにいます主を強烈に印象づ

ける｡詩の終りは

Tbis piece-bright paling shut the spouse

Cbrist bolne, Christ and bis mother and all his

ballows.

(ひとつひとつのきらめくとがり杭の囲いが,つれあ

いのキリストを中に安置する｡キリストとその母とす

べての聖者たちを｡)

となって,天空にまたたく星の光がその奥をこ住まうキリ

ストとマ1)アと聖者たちに重なる｡この詩が善かれたあ

と約2か月のうちに3つのソネットが生まれ,次にThe

Windhover7)ミ作られる｡ホプキンズの作品の中で最もよ

く知られ,あらゆる意味でこの詩人の特色をくっきりさ

せる作品である｡この詩の中には神に直接言及された箇

所はないにもかかわらず,朝空に舞う麿の要がキリスト

の気高さの象徴として浮び上る.完壁な飛掲を見上げる

ホプキンズの胸の感嘆がキ1)ストへの憧れと一致するか

らにほかならないoさらにThe mndhoverから2か月を

経て-その間にPl'ed Beauiyが善かれた-Hurra7u'ng

in Harvestが生まれる｡ここでは自然の美しさはその

まま神の美しさであり,地上の喜びはそのまま永遠の喜

びに通じるo

Summer ends now; now, barbarous in beauty, the

stooks rise

Around; up above, what wind-walks! what lovely

bebaviour

Of silk-sack clouds! has wilder, wilful-wavier

Meal-drift rnoulded ever and melted across
skies?

∫walk, I lift up, I lift up heart, eyes,

Dovn all that glory in the heavens to glean our

Saviour;

A王Id, eyes; heart, what lips yet gave you a

Rapturous love's greeting of realer, of rounder

replies?

And the az□rous bung bills are his world-wielding

sboulder

Majestic--as a stallion stalwart, very-violet-sweet!

Tbese things were here and but the bebolder

Wantlng; Which two when they once meet,

The heart rears wings bold and bolder

And hurls for him, 0 half hurls earth for him off

under his feet.

(夏はいま終る｡いまや荒々しい美しさで麦束がまわ

りに積まれ,ふり仰げばなんという風の歩みであろう｡

掃とあら布のような,なんという愛らしい雲であろう｡

烈しく気ままに揺れるひき粉のかたまりが,空をよぎ

ってこれ程にこねられ,溶かされたことがあろうか｡

救世主の落穂を拾うために,天の輝きのすみずみまで

わたしは歩み,仰ぎ,心をそして目をあげる｡目よ心

よ,これほどまことの,これほど丸やかな熱中した愛

の答えを,どんなかんばせ,どんな唇が今までに与えて

くれたことがあろう.青空にかかる山々は世をしろし

めすおん方の荘大な肩-それはたくましく,しかも

すみれの優しさをもつ駿馬の肩のよう｡これらのもの

はすべてここにあった.ただ見る人がなかっただけだひ

この二者がひとたび会えば,心は大胆に,さらに大胆

に巽をあげて,足下より大地を投げうち,おお半ば大

地を投げうって天へと向う｡)

感覚の世界と信仰の世界がこれほどめでたく一致するこ

とも稀ではあるまいか｡ホプキンズは友人への手紙で

"The Hurrahing sonnet was the outcome of half an

hour of extreme enthusiasm as l walked home alone

one day from fishing in the EIwy." ("Hurrahing"

のソネットはある日-ルウィ-の谷での釣りからひとり

歩いて帰る途中約半時間の極度の熱中から生まれたもの

です｡)と書いた｡ホプキンズは一生のうちの最も幸せ

なときを過しつつあった｡

HILrrahing in Harvesiが善かれたのは1877年 9月

1日であったが,この月の23日,鼓品の日までにはさら

に2篇のソネットが作られた｡鼓品のあと10月には,は

やホプキンズほ牧師禰に任ぜられて北ウェールズを去り,.

チェスターフィルドのイエズス会教会学校での契務につ

いた.ここでは健康を害したこともあって,生活は不快

であったらしく,約半年の間1篇の詩も書かれなかった｡､

そしてこの時を境にしてホプキンズの詩に少しずつ変化

があらわれた｡その変化は要約すれば,銘品前のソネッ

トの中で作品の前面を占めた美しい自然が,鋲品後には

人間-の関心にとって代わられはじめたということであ

る.そのきざしと見られるものはすてに10芹のソネット

群の中にも認められ,例えば最後のTheLanigrn out of

Doorsの第5行から第8行では,

Men go by mc whom either beauty bright

In mould or mind or what not else makes rare.I

Tbey rain against our much-thick and marsh air

Rich beams, till death or distance buys them quite･

(わたしのそばを過ぎゆく人の中には,姿とか心とか

その他なんでも明るい美しさで稀に思われる人がいる｡.
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彼らはどんよりして湿地を思わせるこの空気に豊かな

光線をそそく､･｡しかしやがては死や距りが彼らを完全

に買い取っていく｡)

のように人間存在の不安定さに日が向けられた.また前

に引用したGod'sGrandeurの第5行から第8行,ある

いはIn ike Valley of the Elu'yの後半部には自然卑汚
し,自然からはみ出した人間に批判の日が向けられてい

る. Hurrahl'ng i.n Harvesiに見られた至福の状態は,

僧院の狭い世界から一般社会の広い世界へ向う不安を前

にして燃え上ったいわば最後の輝きであったかも知れな

い｡

聖職者としての社会生活に入って最初の作品は The

Loss of the Eurydiceであったが,この詩は題材の類似

にもかかわらずThe Wreck
of the Deutschlandと違

って大部分が無破の詳細な描写にあてられ,溺死した水

兵たち-の嘆きが全篇を覆う｡これ以降Duns Scotus's

OxfordやHelWy Purcellのように天才を称えるもの,

The I{andsome HeartやThe Bugler's First Communion

のような自分の信徒に題材をとったもの等,人間への関

心が次第に詩の主題となった. 1880年に善かれた Felix

Randalほその傾向を代表するもののひとつである.

Felix Randal the farrier, 0 is he dead then? my

duty all ended,

Wbo have watched his mould of man, big-toned

and hardy-handsome

Pining, plnlng, till time when reason rambled
in

it and some

Fatal four disorderst 丑eshed there, all contended?

Sickness broke bin. Impatient, be cursed at 丘rst,

but mended

Being anointed and all; thougha heavenlier heart

began some

Months earlier, since I had our sweet reprieve and

ranSOm

Tendered to bin. Ab Ⅶ･e11, God rest bin all road

ever he offended!

This seeing the sick endears them to us, us too it

endears.

My tongue bad taught thee comfort, touch bad

quencbed thy tears,

Tby tears that touched my heart, child, Felix,

poor Felix Randal;

How far from then forethought of, all thy more

boisterous years,

Wben thou at the random grim forge, powerful
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amidst peers,

Didst 王ettle for the great grey drayborse his

bright and battering sandal!

(蹄鉄工のフェリックス･ランダル,おお,では彼は死

んだか｡わたしの神父の務めも終ったか｡わたしは骨

太で美丈夫だったあの姿がやつれにやつれて,とうと

う理性も錯乱し,四つの死病が力を得て競いあうとこ

ろまで見守ってきたのだが｡病が彼を負かした｡短気

を起して,はじめは彼も口ぎたなく呪ったが,塗油式

の油を注がれたりして気持も直った｡もっともわたし

が猶予とあがないを与えた数か月以前から彼には聖な

る心が生まれてはいた｡ああ,でも神よ,彼がどんな

道で罪を犯したにせよ,彼に安らぎを与え給え｡こう

して病人を見舞うことは,信徒にわたしたちを懐しく

感じさせるし,またわたしたちにもそうさせる｡フェ

リヅクスよ,わたしの舌はおまえに慰めを与え,手を

触れることでおまえの涙を鎮めたが,その涙はわが子

フェリックスよ,気の毒なフェリックスよ,わたしの

心に触れた｡おまえが乱石積の真険な鍛冶場で,仲間

うちでもひときわ力強く,大きな灰色の荷馬車のため

に,まばゆい,地を打つ蹄鉄を鍛えたころ,あの血気

盛んな時期に,こんなことがどうして考えられただろ

うか｡)

ここには詩人の心情の優しさと,関心の広がりと,それ

に応ずる言葉の成熟が示されている｡ホプキンズはいろ

いろなプロソディ-を試みたが,この詩は"outriding"

の詩脚を持つアレキサンドル格のソネットという風変り

である｡ホプキンズはこれと同型のものを他にも作った

が, 1行6歩格の長さからくる退屈を避けて,口ばやな

調子を維持したo この詩に歌われたものは,ホプキンズ

が信徒のひとりを看取った感懐ではあったが,このとき

詩人の心に去来したのは死者-のあわれみと人間存在へ

の言い知れぬ析りなさであったに違いない｡

詩の中でホプキンズの関心の中心が自然から人間に移

ったということほ,北ウェールズでの学究的生活を離れ

て,都会地で世間相手の実務についたという生活上の変

化に負うところが大きかった｡しかし地上の全存在の中

で人間だけが他のすべてから区別されるとする考え方は,

すでにイエズス会の基本的な思想に含まれていた｡さき

にも引用したThe SPirilual Exercl'sesの本文胃頭に基

づく説明の中で,神父ホプキンズは太陽,星,鳥,雷,

獅子,海,塞-自然のすべてがそれぞれに神に栄光を与

えるが,しかしそれらは気づかずにそれを行なうと述べ

たあとで, `But man can know God, can mean to

glVe bin glory･ This then is why be was made,
to



58 Bulletin of Nagoya Institute of Technology Vol.
29 (1977)

give God glory and
to mean togive it, to praise God

freely, willingly to reverence him, gladly to serve

him. Man was made to give, and
mean to give, God

glory." (しかし人間は神を知り,神に栄光を与えようと

考えることができるo これこそ,つまり神に栄光を与

え,そうしようと考え,神を思うままに称え,進んで神

を敬い,喜んで神に仕える,それが人間の作られた理由

である｡人間は神に栄光を与え,また与えようと考える

ために作られた｡)と説いた｡人間は自然の一角を占め

てその全体が神の偉大をあらわすが,人間だ桝まそれを

意志し,行為しなければならない｡そのためにこそ人間

は作られたのである｡この点をもとにしてホプキンズの

思惟の世界に人間がクローズアップされた｡そしてそこ

から引き出された問題は,人間だけが神のみbに反して

いるのではないかという疑問でもあった｡

ホプキンズは牧師の職を奉じで以後転々と任地を変っ

た｡再度の研修期間1か年を含めて死没までの12年間に

9匝Ⅰのところがえである｡最後の任地ダブリンが最も長

くて5年半もあったから,他は推して知るべし｡ホプキ

ンズは教会や学棄での処務に向かなかったし,人づきあ

いも巧みではなかった｡加えて健康にも恵まれなかった｡

日常の仕事は忙しく,責任は重く,しかもしばしば工業

地区が勤務地となった｡オクスフォードからリヴァプー

ル-赴任したとき友人にあてて`I have left Oxford

and am appointed Liverpool. I am uncertain bow long

l shall be at
Leigb. The place is very gloomy but

our people hearty and devoted.n (わたしはオクスフォ

ードを離れてリグァプール-転勤しました｡この地にい

つまでいられるか自信がありませんo ここはたいへん陰

うつなところですが,住民は親切で信仰あつい人たちで

すo)と書き,その後別の友人にあてて"At least lcan

say my Liverpool work is very
harassing and makes

it herd towrite." (少なくとも7)ヴァプールの仕事はた

いへん辛いもので,そのために便りもできません｡)な

どと書き送った｡イエズス会の教訓を忠実に守ってホプ

キンズはひたすら務めに励んだけれども,自分が主のみ

心に応えていないという自責の念は容赦なくその痩躯を

打ったo再びThe Sbirl'iual Exercisesのはじめの部分

についてホプキンズの行なった解説を引用すると, "But

man can know God, can mean togive him glory... I

was made for this, each one of us was made for this.

Does man then do it? Never mind others now nor

the race of man: Do
l do it?' (しかし人間は神を知

り,神に栄光を与ようと考えることができる｡ ･-わたし

はこのために作られた｡わたしたちのおのおのはこのた

めに作られた｡さて人間はそれをなしているか｡いま他

の人たちのことや人類全体のことはさておいて,わたし

はそれをなしているか｡)人間-の注視は人間不信さら

には人間否定を見通す結果を招いたが,ホプキンズの思

想の中で,それが人間一般に関する観念にとどまること

はあり得なかった｡個に基づく人間一結局は自己に目

が向けられるのほ必然の成り行きであった｡

この時期のホプキンズを悩ましたことのひとつに出版

問題があった. The Wreckof the Deulschlandと The

Loss of the Eurydiceはイエズス会の雑誌 The Month

への掲載をことわられてホプキンズを失望させた｡個人

の名声を求めることはイエズス会の教えに反することで

あったから,ホプキンズは自分の作品が出版されるよう

に図ることは許されなかったし,そのような気持はもち

ろん持っていなかった｡ただ神のみLに適って自然に自

分の作品が世に出ることは望んでいたに違いない｡とこ

ろがこれとは別にホプキンズの詩を印刷に付す計画がそ

の詩友たちの間でもち上った｡ホプキンズは,はじめ友

人のひとりブ1)ッジズにあてて`I do not write for

pllblic. You are my public..." (わたしは公衆に向けて

書くのではありません｡あなたがわたしの公衆です-)

とことわりの手紙を出した｡しかしその後再びこの問題

に触れて"When l say that l do not mean to publish

I speak the truth･ I have taken and
mean to take no

steps to do so beyond the attempt I made to print

my two wrecks in ike Monih･
If some one in authority

knew of my having
some poems printable and sug-

gested my doing
it I shd･ not refuse, I should

be partly･

thoughnot altogether, glad. But that is very unlikely･

All therefore that l think of doing is
to keep my

verses together in one place-at present l have not

even correct copleS-, that, if anyone sbd･ like, they

might be published after my
death･ And that again is

unlikely as well
as re皿Ote･'' (わたしが出版するつもり

はないと申しましたとき,わたしは捻んとのことを言っ

たのです.わたしはThe Monthに2つの難破の詩を印

刷しようと試みた以上に,そういう手段をとるつもりは

ありせんでしたし,またとりませんでした｡もしどなた

か教会の権威ある方が印刷できる詩をわたしが持ってい

ると知って,そうしろと奨めて下さるのならば,わたし

はそれを拒みませんし,完全にではありませんが,いく

ぶんうれしく思います｡しかしそれはありそうもないこ

とです｡ですからいまわたしに考えられることはわたし

の死後もしだれかが出版したいと思ったとき実行できる

ように,自分の詩をひとところにまとめておくというこ

とだけです一目下のところ正しい写しも手元にありま

せん｡しかしこれは遠い先の話ですし,その上ありそうも
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ないことです｡)という手紙を送った｡詩が｢襲わし伝え

る｣かぎりは,意識するしないは別として,暗黙むこ｢受

け取る｣側を前提とする｡時間と空間のわくを越えて,

やはりホプキンズは読者を求めた｡出版の試みは結局実

現しなかったけれども,この間題はホプキンズにひとつ

の苦悩を残した｡心の奥をのぞいて自分がほんとうに主

のみ心にかなうかと問わずにはいられなかった｡もうひ

とりの友人ディクソンにたいしても,このことに関して,

名声を犠牲にするかどうかは問題ではなくて,犠牲にた

いして自分に怠りがなかったか,詩を書くことに捉われ

なかったか,不安と虚栄心を抱かなかったか,そしてこ

れらのことで神の厳しい審判を受けるのではないかが問

題だと便りした｡詩もしくは芸術は究極において個に発

し,現世を目ざすものにほかならない｡ここに再びホプ

キンズの中で,個我と超絶,地上と無限の諦離が大きな

裂け目をあらわした｡

鼓品前のソネット群に見られたホプキンズ内部の感覚

と信条のみごとな調和は,鼓品後の実社会での経験が深

まるにつれて自ずから崩れた. 1881年二度目の修道期間

に入るまでの4年間に16篇の詩が善かれたが,それらは

詩人の内面を反映して次第に略さを増した.このころの

作品中には受持区域の信徒に取材したものが多く,先の

Felix Randalもその一例である.そこには信者たちへ

の詩人の優しい気持が改み取られるが,歌われた対象に

は心正しく,みめ形よい若者が多かった｡ The Hand-

some Heartの少年は

Manly bearted! more than handsome face…

Beauty's bearing Or muse Of mounting vein,

(みめよい顔だち以上に上品な心一美しいものごし

あるいは高まる物思い)

と表現されており,またその次に書かれたThe Bugler's

Fl'rst Communionの若い兵士は,

Breatbing bloom of a chastity in mansex丘ne.

(みごとな男性の純潔が息づく花のさかり)

であった.そういえばThe Loss of the Eurydiceに登

場する溺死した水兵も"He was all lovely manly

mould,/Every inch a tar/Of the best we boast our

sailors are." (彼はまさに男の美しい身体の持主,いち

ぶのすきもない船乗りで,われらが誇るより抜きの水兵)

であった.心の美しさはともかく,人間の顔かたちの美

しさにホプキンズはどう感じ,どう考えていたのだろう

か｡人一倍感じ易い心のホプキンズが,肉体の佳美に盲

目であったはずはない｡ Leaden Echo and Golden Echo

の中では青春の乙女の美しさを〟…t土1e Wimpled-water-
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dimpled, not-by･morning･matched face/ Tbe且ower of

beauty, 8eece of beauty:' (さざ波立つ水のえくぼ,朝

の美しさも敵わぬかんばせ,芙の羊毛)と呼び,それが

衰える前に`Resign them, sign them, seal them, send

them, motion them with breath,/ And with sighs

soaring, soaring sighs, deliver/ Them;...
Give beauty

back, beauty, beauty, beauty, back to God, beauty's

self and beanty's giver.'(それをあきらめよ,署名し,封

印し,発送し,息吹きして去らせよ｡空高く吐息してそ

れを引渡せ｡ -美を美を美を神に,実のみなもと,美の

与え手に返えせo)と説いた｡

しかし,人間美の感覚を閉じ込めて神に引渡すことが

それほど容易にできるとは思われない｡ごく早い時期の

作品に示された豊かな感能-の懐きを思い浮べるとき,

若いホプキンズを禁慾に赴かせ,僧籍に身を投じさせた

あの感覚-の不安と恐怖のいちばん底にひそんだものは,

あるいはこの人間の美しさへの深く激しいおののきであ

ったかも知れない｡

前に引いた The Bugler's First Commum'onの若い

ラッパ手は丘の向うの兵営に住んでいた｡そしてホプキ

ンズにとって

How it does my heart good, visiting at that bleak

bill,

When limber liquid youth, that to all I teach

Yields tender as a pushed peach,

Ⅲies headstrong to its wellbeing of a self-wise self-

will!

Then thoughI should tread tufts of consolation

Days after, so l in a sort deserve
to

(あの荒涼とした丘を訪れることが,わたしの心にど

れほど幸せをもたらしたことか｡しなやかで,みずみ

ずしい青年が,桃の実を押すときのように柔くわたし

の教えるすべてに従い,自分の賢い意志から生まれた

幸福-まっしく小らに進むoわたしほそのあと数日なぐ

さめの草地を歩む思いをしが,その報酬はある意味で

自分が受けてよいもの｡)

と思い,この若者が神の恩寵によって正しい道を進むよ

うにと祈る｡しかし

Let me tbougb see no more of bin,…

(でもわたしはこれ以上彼と会わないようにしよう･･･)

と心に決める｡ホプキンズの`inscape'にあたる根源

の知覚には,感覚の政志へつながる危険な要素と,同時

にそれを抑えて思想の強堅に向わせる要素とが並存した｡
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ホプキンズは内奥の感覚をとどめ,鍛え,そうすること

で堅牢な信条に到る集中的な力を保った｡ラッパ手の詩

を書いたのと前後して送ったブリッジズあての手紙で,

ホプキンズは`I think then no one call admire beauty

of the body more than l do, and it is of course

a comfort to 丘nd beauty in a friend or a friend in

beauty. But this kind of beauty
is dangerous." (a

体の美をわたしほど讃美するものはいないと思います｡

そしてもちろん友の中に美を,あるいは美の中に友を見

ることは慰めとなります｡しかしこの種の美は危険で

す｡)と書いた｡ホプキンズにとってイエズス会士の覚悟

がゆらく..ことはなかったけれども,そのためにこそ感覚

と信条の緊迫した抵抗には絶えず大きな力が必要とされ

た｡人間美への讃嘆がホプキンズの詩の中で,まことむ

き出しにされることはなかったが,それほホプキンズに

終生まつわった罪の意識のいちばん深いところに閉じら

れていたためかも知れない｡神父としての市井の日々ホ

プキンズは恐怖の測を見る思いを時に経験したのではな

かったろうか｡

任地の教会や学寮での体験がホプキンズをして神の王

国にある人間のあり方に検証の目を向けさせ,人間批判

を呼びさまし,結果としてそれが自己の否定へとつなが

った｡二度目の研修に入る以前すでにホプキンズの作品

には不安と危倶が暗い陰を次第に濃くした｡ 1879年にオ

クスフォードで善かれたPeaceには

Wben will yoll ever, Peace, wild wooddove, shy

wlngS Shut

Your round me roamlng end, and under be my

boughs?

Wben, when, Peace, will you, Peace? Ⅰ'11not play

bypocrite

To own my heart:

(平和よ,野鳩よ,いつおまえはその憶病な巽を閉じ,

あてどなくまわりを飛ぶのをやめて,わたしの枝にと

まるのかいつ,平和よ,それはいつなのか｡わたしは

自分の心を打ち明けるのに猫をかぶりたくはない｡)

のように,心の動揺が詩行に示された｡この詩はホプキ

ンズが`Curtal Sonnet"と呼ぶ短縮型-6詩脚9行半

のソネットで,詩人の満たされない心が変型に反映して

いるようにも感じられる｡しかしその結びには次のよう

にまだ希望を失っていない気持が歌われた｡

And when Peace here does house

He comes with work to do,be does not come to coo,

He comes to brood and sit.

(そして平和がここに宿るとき,それはなすべき仕事

をたずさえて,やさしく鳴くためではなく,巣につい

て卵をかえすためにやって来る｡)

ホプキンズは1881年から再び所定の修行に服した｡こ

れは1年間見習修道士の生活に戻ることで,イエズス会

士としての初心に帰り,聖職者の誓いを新らたにするも

のである｡ホプキンズの詩作にちょうど1年の空白が生

じたが,その後の作品の中では,以前からたちこめた陰

うつがいっそう暗さを増した.世俗との触れ合いを絶っ

て,ひとり祈とうと冥想の日を過すうちに,ホプキンズ

は人間の本性を見つめ,自我を根元にさかのばって吟味

する方向を一段と進めたに違いない.静修後の最初の作

品と思われる"As king丘shers catch fire, dragonflies

draw name," (かわせみが火と燃え,とんぼが煩となる

ように)ではじまる無題のソネットは,張りつめた音の

世界を詩の中に形象化したすばらしい詩行のあとに,次

の言葉が語られる｡

Eacb mortal thing does one thing and the same:

Deals out 也at being indoors each one dwells;

Selves-goes itself; myself it speaks and spells,

Crying What I do is me: for that l came.

(この世のものは皆ただひとつの同じことをする｡お

のおのの内部にひそむ存在を語る.つまり自己を実額

し-自己の道を行く｡自我を語り,つづり,わたし

のすることがわたしで,そのためにわたしは生まれた

と叫ぶ｡)

ここには人間は自己の`inscape"の表現にはかならないと

するスコウタス的な思想が示されており,従って個は全

能のひとつのあらわれという考え方は否定されていない｡

次に善かれたRibblesdaleでは自然をこわし,世界の

調和を破る人間の不遜に批難が加えられる｡

Ah, the heir

To his own selfbent so bound, so tied to his turn

To thriftless reave both our rich round world bare

And none reck of world after, this bids wear

Earth brows of such care, care and dear concern.

(ああ継承者たる人間よ,個我に縛られ,性癖に繋が

れ,豊かに丸い世界をいたずらに剥ぎ取り,あとを顧

みないもの,それが大地に心痛と不安の表情を帯びさ

せる｡)

この詩に歌われた自然は静修後の任地ランカヤの山間で

あったが,このあとホプキンズは生涯最後の任地ダブリ

ンへと赴任する｡ときにホプキンズ39歳の1月であった｡
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ここでの職務は Catbolicロniversity Co11egeの教授と

してギリシャ語を担当することであった｡それは名誉あ

る地位には違いなかったが,着任早々ホプキンズは知人

にあてて,年俸400ポンドの高給にもかかわらず,試験

は年に6回,志願者は750人に及ぶこと,そしてステイ

-ヴン･グ1)-ン公園に金を敷きつめてもらっても引き

合わないと便りした｡ホプキンズは責任の重さを思って,

講読や採点に精根を傾けたから,生来の虚弱も手伝って

過労が重なった｡翌年のはじめごろには`weak inbody

and harassed in mindガ(身体は弱り,心は悩む)ある

いほ"my fits of sadness, tho11gh they do not affect

my judgment, resemble madness." (わたしの悲しみの

発作は判断力に影響を及ぼすぼどではなくとも,狂気に

似ている)などの文字が友人への手紙にしるされた｡肉

体と精神の重圧は人間の本性一個我の"inscape"にた

いするホプキンズの否定的な考えをさらに助長した｡人

間の"inscape"は全存在の"inscape"-神に反するの

ではないかという恐れが次第に強まった｡ダブリンでの

最初の作品で`Terrible Sonnets"への先駆けと見られ

る Sbelt from Sybil's Leavesにはそれが次のように表

現される｡

...Let
life, wai壬Ied, ab let life wind

Offher once skeined stained veined variety upon,

all on two spools; part, pen, pack

Now her all in two且ocks, two folds-black, white;

right, wrong; reckon but, reck but, mind

But these two; ware of a world where but these

two tell, each off the other; of a rack

Where, selfwrung, self strung, sheathe･and shelterless

thoughts against thoughts in groans grind.

(衰えた生を,ああ生を,かっては糸かせにとられ,

染めわけられ,縞をつけられた各種の取り合わせから,

すべてを2つの糸巻きに巻き取らせよ｡さあ,すべて

の生を2つの群に, 2つの囲いに選び,分け,集めさ

せよ一黒か白か,正か邪か｡ただこの2つだけを数え,

気を配り,心にかけよ｡これら2つが互いに峻別され

る世界,自分をしめ,自分を縛り,覆いも隠れ場もな

く,思想と思想が対立しつつ,坤きをあげてきしむ拷

問台に思いをいたせ｡)

ホプキンズの内部で二者の背反がのっぴきならぬところ

へさしかかり,そのさまを切通した言葉が伝える｡この

作品は1行に8つの強勢を持つスプラング, 1)ズムで書

かれ,ホプキンズが`the longest sonnet ever made'

(これまでに作られた最も長いソネット)と呼んだもの

である｡詩人の言い尽せぬ思いが過大な詩型を選び,激
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した感じが打ちつける同音の連なりに托された｡

この詩はホプキンズがダブリンに移って約1年後に書

かれたが,それに続く1年間は鼓晶の年についで多作の

年となった｡ただ内容は8年前の至福とは全く対稀的な

苦悩きわみを表わした｡この年の作品の中心をなすもの

は世に"Terrible Sonnets"と呼ばれる6篇の連作であ

る.そこではSblelt from Sybil's Leavesに歌われた主

題がさらに押し進められて,いわば極限に達した.最初

のソネット Cam'on Comforiは次の4行からはじまる｡

Not, Ⅰ'11not carrion comfort, Despalr, not feast on

tbee;

Not untwist-slack they may be-these last

strands of man

ln me or, most weary, cryl can no more. I can;

Can something, hope,wish day come, not choose

not to be.

(いや,わたしは決して,腐肉のなぐさめよ,絶望よ

おまえを楽しむことはしない｡わたしの人間としての

最後のより糸を一一･･一今はゆるんでしまったが一決し

て解きほく"しはしない｡わたしは大-ん疲れているが,

､もほやどうにもならぬなどとは叫ばない｡わたしはで

きる,何かができる｡望むことができる｡陽のさすの

を願うことができる.在ることを止めないように選ぶ

ことができる｡)

このオクティヴの前半は一応は自殺へのいぎないを退け

る気持を歌う.ホプキンズに自らの生を絶つ誘惑がとき

に訪れなかったとは思われない.若いころの作品にも,

中期のものにも,それの暗示的に示される箇所はあったo

しかしここでは身体的生命の停止と同時に,いやむしろ

それを含めて,地上の個我の一自己の"inscape"の否

定を拒否するといっているのである｡ホプキンズの思惟

の世界の展開から,肉を越えた魂の問題としてそれを読

まないわけにはいかない｡従って次の4行は僻の主張が

神からの反ばつをかうと訴える｡

But ab, but 0 tboll terrible, why wouldst tbo□ rude

On me

Tby wrlng-WOrid right foot rock? lay
a lionlimb

against me? scan

Wirh darksome devourlng eyes my bruised bones?

and fan,

O in turns of tempest, me heaped there; me frantic

to avoid thee and且ee?

(それにしても,おお恐ろしいおん方よ,あなたはなぜ

世を責めるその右足をわたしにかけて荒くゆさぶるの
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ですか｡獅子の足でわたしを疎みつけ,暗いむさぼる

限でわたしの傷ついた骨を偶々まで調べるのですか｡

そして,寄せ返えす嵐で積まれた穀物のわたしを煽る

のですか｡あなたを避けて逃げまどうわたしを｡)

個我-の固執は神-の離反を意味する｡人間は自分を支

配してはならない｡人ほ神に栄光を与えるためにある｡

神は人間の中にひそむ僅かの自尊心をも見別け,嵐を送

って穀物の山からもみがらを吹き分ける｡そのあとの詩

人の思考がセスチットに示され,次の3行で終る｡

Cheer whom though? The hero whose heaven-

bandling加ng me, foot trod

Me? or me that fought血im? 0 wllicb one? is it

eacb one? That night, that year

Of now done darkness I wretch lay wrestling with

(my God!) my God.

(それにしても誰に歓呼するのか｡天を司る手でわた

しを投げとばし,足で踏みつけた英雄か,それとも,

英雄と戦ったわたしか｡ (神よ!)わが神と組み打ち

してわたしが惨めに横たわった,今は去った暗黒のあ

の年あの夜,おおそれはどちらだったか｡両方だった

のか｡)

自分がほんとに声援を送ったのは神か自我かを問い,請

人は深い罪の意識にひたる. 2番目のaTerrible Sonnet'

ほホプキンズ内部の確執の苦しみを示す｡

No worst, there is none. Pitched past pitch of grief,

More pangs will, scbooled at forepangs, wilder wrlng.

(最悪などというものはない｡悲しみの頂点を越えた

ところに,さらに苦痛が前の苦痛に教えられて,ひと

きわ激しくわたしを挨じ上げる｡)

個我と神との離反は深まるにつれて苦悩を増す｡ホプキ

ンズは底知れぬ痛みを味わう｡詩行はこのあともはや救

いも慰めも及ばぬ心中の激動を措き,終りにその惨めさ

が極点に達したさまを示す｡

Here! creep

Wretcb, under a comfort serves in a whirlwind: all

Life death does end and each day dies with sleep.

(さあここで,惨めなものよ,つむじ夙に役立つ慰め

の下へ這え｡すべての生を死が終らせ,日々は眠りと

ともに死す｡)

対立の悩みが知覚の停止を求めるところまで釆たことを,

このソネットの終末は語るoそして"Terrible Sonnet"

の3番目ほ自我のもとである3つの`identity"について,

そのいずれもが既に支えを失ったことを嘆く｡ホプキン

ズは家族から孤立し,母国から孤立し,文学から孤立し

て,神に抗すべき自分がもはや崩れ去るのを感じた｡最

後の詩行は次のようにいう｡

This to hoard unheard,

Heard unheeded, leaves
me a lonely began.

(これ〔わたしの言葉〕は誰も聞かれずに蓄えられ,

聞かれても心に留められないので,わたしはいつも独

り始まりにたたずむ｡)

弱い自分が全能の神に太刀打ちできないことは明らかで

あり,詩人は結局のところ原点にひとり残されるのであ

る｡続く4番目のソネットでは,ある夜の暗い時間の記

憶から詩がはじまる｡

I wake and feel the fell of dark, not day.

What hours, 0 what black hours we have spent

Tbis nigbt!

(わたしは自覚めて,暗の毛皮を感じ,昼を感じない｡

なんという時間を,おおなんという暗い時間を今夜わ

たしたちは過したことか｡)

2行目の#we"は自分と自分の心である.暗い夜の時間

は小さな個が神の無限に屈服せざ得ない経験を意味する｡

そして詩は第3行以下この時間は結局自分の一生にほか

ないと述べ,さらに

And my lament

ls cries countless, cries like dead letters sent

To dearest him that lives alas! away.

(そしてわたしの嘆きは数知れぬ叫び,悲しく遠く離

れ給うたこの上なくいとしいおん方への死んだ手紙に

似た叫び.)

という｡今や神へ向うにも,その距りのあまりに大きい

ことが嘆かれる｡やがて神ほあらためて詩人に捨てるペ

き自我をよく味わうように命ぜられる｡

I am gall, I am beartbllrn. God's most deep decree

Bitter would have me taste: my
taste was me;

Bones built in me,且eshfi11ed,
blood brimmed the

CurSe.

(わたしは胆汁だ｡わたしは胸やけだ｡神の最も深い

命令がわたしに苦がみを味わえと命じ給う｡わたしの

味はわたし自身｡呪いはわたしの中で骨を築き,肉を

満たし,血を溢れさせる｡)
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･

､まや詩人は自我の味が堪えがたく苦がいことを認め,

最後に世の亡者たちは皆自分と同じであろうと考える｡

次の第5のソネットは忍耐について歌う｡そしてそこに

危枚を切抜けることのできる,微かながらしかし新しい

-楼の望みを見出す｡詩は次の書き出しではじまる｡

Patience, hard thing, the hard thing but to pray,

But bid for, Patience is!

(忍耐は,まこと難しいもの!ひたすら祈り,ひた

すら目ざし求める難しいもの,それが忍耐!)

ホプキンズは苦しい戦いの末に忍耐という態度に思いを

いたす｡それは到達するのにまこと容易ならぬ道をたど

らなければならない｡そしてオクティヴの終りで詩人は,

崩壊した自我を忍耐だけがいたわるという｡

Natural heart's ivy, Patience masks

Our ruins of wrecked past purpose. There she basks

Purple eyes and seas of liquid leaves all day.

伯然の心のったである忍耐が崩れた過去のもくろみ

の廃嘘を覆う｡そしてそこで紫の芽とうねる菓の海と

を終日光にさらす｡)

このあとソネットの後半は苦しむ自我を何とかして神に

向けたいと願い,わが主こそ忍耐に托かならぬと悟る.

We bear our hearts grate on themselves: it kills

To bruise them dearer. Yet the rebe11ious wills

Of us we do bid God bend to him even so.

And where is he who more and more distills

Delicious kindness?-He is patient.

(わたしたちは自分の心が自分の心ときしみ合う音を

聞く｡心をこれ以上ひどく傷つけることは死を招く｡

しかもなお,わたしたちはその反逆の意志を神への恭

皿酌こ向けさせ給えと願う,さて甘美な思いやりをます

ます滴らせるあの方はどこにおられる-そのおん方

こそ忍耐強いお方｡)

キT)ストの忍耐に自分を重ね合せることで頻死の自我を

全能の神の秩序の中へ救い出すことができるのではない

か｡しかしこの立場は自我への固執がもたらす凄まじい

戦いの後にようやく得られたものである｡このあと最後

のソネットは｢忍耐｣のソネットのあとを受けて,ささ

やかな明るさを取戻す｡

My own heart let me more have pity on; let

Me live to my sad self hereafter kind
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Cbaritable; not live this tormented mind

Witb this tormented mind tormenting yet.

(わたし自身の心にもう少しあわれみを持とう｡わた

しの悲しい自我にこれからは優しく,慈悲深く生きよ

う.この苦悩する心が苦悩する心で苦悩しないように

生きよう｡)

`torment"の3度の繰り返えしは,ホプキンズの苦悩の

激しく連続したことを暗示する｡そしてセスチットに入

って

So山,
self;

come, poor Jackself, I do advise

You, jaded, let be; call off thoughts awhile

EIsewbere;

(魂よ,自我よ,さあ,あくせく暮すあわれな自己よ,

疲れはてたおまえに忠告しよう｡放っておけ｡あれこ

れ考えることを,しばらくどこか-逸らせ｡)

このように神-の熔依を取り戻し,つまらぬ自己を受入

れることで自我-の執着から解かれた新しい境地に詩人

ほ達する｡そしてソネットは次の句で結ばれる｡

unforeseen times rather-as skies

Betweenple mountains-lights a lovely mile.

(〔微笑が〕むしろ思いがけないときに一重なり合

う山の合間のように‥lマイルを美しく照らす｡)

ここで6篇の`Terrible Sonnets"は終る｡長い苦しい

戦いをどうにか切り抜けたホプキンズは再びひとつの高

みへと出ることを得る｡鼓品後の実社会でホプキンズが

経験したあらゆる人間的悩み一公務,健康,人間関係,

文学活動-はダブリンでの生活で集約されて,ひとつ

の頂点に達していた｡鋭敏な感受性の詩人の内部で,自

我の尊厳はしばしば深く傷つき,個の`inscape"は危後

に見舞われた｡そして一方では,神を構えるために作ら

れた自分が,人間的な個我にとらわれることで神を裏切

ることになりはしないかという恐怖と不安がホプキンズ

をさいなんだ.ホプキンズは`Terrible Sonnets"の逮作

の時期を経て,個我の壌小を忍耐することが神の無限を

受容することに通ずるというひとつの悟りにたどり着い

た｡しかしこの考え方は積極的な諦念とでも呼ばれるべ

きもので,不変の信条からは依然として遠いものであっ

た.実際,これら6篇のソネットが読者に与えるその強

烈な印象ほ,ホプキンズが到着した新しい思想の啓示と

いうよりは,むしろそこへ到るまでにホプキ1/ズがたど

った過程-地を這い回っても生きのびる自我の執念と,
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それを寸分も許さない神の威力と,この双方の間に演ぜ

られる力闘-の集中と緊迫によってもたらされるよう

に思われる｡因みにその後のホプキンズの作品には,あ

る種の明るさが恢復される一方で,人間と神,感覚と信

条の対立のテーマが依然として姿を変えてあらわれた｡

例えばホプキンズの死の1年前に書かれたThai Na-

ture is Heracliiean Fire and of the Comfort of ike

Resurrecil.Onという長い題名の詩では人間の死と不滅の

問題が取扱われている｡詩型ほスプラング･リズムの1

行6詩脚, 2つのコーダ付きという長いソネットで,こ

の型破りのプロソディ一に,音とリズムと形象とがマッ

チしてホプキンズの技巧の極を示した｡第10行目からの

詩句が生のはかなさを歌う｡

･･･quench
her bonniest, dearest to her, her clearest･

selved spark

Man, bow fast his mark on mind, is gone!

Both are in an unfathomable, all is in an enormous

dark

Drowned. 0 pity and indignation! Mansbape, that

shone

Sheer off, disseveral, a star, death block out; nor

mark

ls any of bin at all so stark

But vastness blurs and time beats level.

(自然の最も美しく新しい, ･最も個性のはっきりした

火花である人間が消えるとき,その燃えた痕跡と心に

亥ほれた印しが,どれ姪ど速かに消滅することか｡ど

ちらも庇知れぬ,すべて巨大な暗やみに呑まれてしま

う.なんと哀れで腹立たしいことか.はっきり他と区

別されて星と輝いた人の形を,死は真黒郎肖し去る.

人の印しはすべて跡を失い,無限がばやけさせ,時が

平らにしてしまう｡)

個性としての人間にとって生命の消滅は避けがたい｡地

上的,感覚的自我のさいはてに死は待つ｡知覚の鋭いホ

プキンズには若くから知覚の終えん一死が意識された｡

オクスフォード入学前に書かれたとされる Spring and

Deaihの中で,春の花に秋の死を印す死神が不気味に措

かれるo The Wreck of the Deutschlandの第11聯人間

は生に目を奪われて`[We] forget that there must/The

･sour scythe cringe, and the blear share
come." ( 〔わ

れらは〕不気味な大嫌が振り下ろされ,冷たく光る鋤の

匁が襲いかかるのを忘れるo)という.そして第32聯に

ほ``past all/ Grasp God, throned behind/ Death with

a sovereignty that heeds but hides, bodes but abides;
h

(人間の理解を越える神は,死のうしろで厳かに玉座に

着き,気を配りながらも姿をかくし,予見しながらも待

ち給う｡)とある｡こうしてホプキンズにとって死の背

後にはいつも神が座した｡死を通して神を見たというべ

きかも知れない｡早くからホプキンズに著しかった感覚

への不安と恐れの行き止まりには死があり,死を越える

普遍の中心に神が在った｡ Leaden Echo a7ul Golden

Echoでは αSince, no, nothing can be done/ To keep

at day/ Age and age's evils, boar hair,/ Ruck and

wrinkle, drooplng, dying, death's worst, winding

sheets, tombs and worms and tumbling to decay; / So

be beginning, be beginnlng tO despair.h

(老齢と老齢の禍,白髪,大小のしわ,衰弱,臨終,死

の最後,経かたびら,墓とうじ虫と朽ち果てとを,どう

しても噴い止める手だてはないのだから,さあ早く絶望

するがよい｡絶望するがよい｡)とホプキンズはこのよ

うに観じたあと,作品の後半で若くて美しい青春のすべ

てを一刻も早く神に捧げて,永遠を求めよと説いた｡人

間のすべては神の栄光を構えるために作られたからには

かならなかった｡

`Terrible Sonnets"の精神的危瞭を脱したあとのホ

プキンズは,心身の衰えに死の予感を持ったのかも知れ

なかったo しかしThat Nature is a Heraclitean Fire

の詩の終りには,詩人は肉体の死が来ようとも`Resnr-

rection万によって一瞬のうちにキ1)ストと化し,卑しい

自己も不滅のダイヤモンドとなると歌うことができた｡

ギリシャ哲学に題材をとり,生涯の神学を詩化して,こ

のときのホプキンズは地上的限界を克服する永遠の光を

手に入れたかに見える｡しかし死期を11か月後にしてホ

プキンズは神に反抗的な態度を示す作品をその後も2つ

書いた. "Heraclitean Fire"のみごとな作品も不滅の

"Faith"に達したことの結果を意味してはいなかった｡

観念的な題材と粋をこらした詩の技巧は,むしろ完成さ

れた芸術品の輝きを放つ｡詩の世界を美しく結昌させる

行為の中に,あるいはホプキンズは自己の生の支えを見

出したのかも知れなかった｡

生前最後の作品To R･B･は死の6週間前に書かれた

が,そこにはすでに詩人の生の力の衰えが感じられた｡

sweet丘re the sire of muse, my soul needs this;

I want the oⅡe repture of an inspiration･

(妙なる火,詩神の父,わたしの魂はそれを必要とす

る｡わたしには霊感の歓喜がなければならない｡)

ホプキンズはその最後の作品で詩を生む強い火だね,菩
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びの炎をこい願った｡芸術に精魂を込めることが自我の

"inscape"を守る最後の砦とホプキンズは無意識に感じ

ていたのかも知れない｡ホプキンズは生前にほとんど読

者を得ず,死後数十年にして不朽の名声を得るに至った

とはいえ,詩あるいは芸術が作るという人間の主体的な

行為に発する限りは,それはつまるところ地上的,人間的,

な世界を目ざしたものであって,宇宙的永遠の世界を目

ざしたものではないのである｡ホプキンズに授けられた

非凡な知覚ほ,この詩人に豊簾な感覚を躍動させると

同時に,強堅な信条の安定を求めさせた.ホプキンズの
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"inscape"に表裏一体をなしたこれらの性向は互いに引

き合い,反ばつし合い,らせん階段を昇るように少しずつ

その衝撃的な力を高めた｡しかしその一生を通して,感

覚的･現世的な個我が,キリスト教信仰によって埋没さ

せられてしまうことは遂になかった｡文学の世界で個が

最終的に消え去ることはあり得ないからに違いない｡ホ

プキンズが臨終の床で最後に口にした言葉は`I am so

happy, I am so happy･"であったという｡終油の秘蹟

を終えた非文学の世界において,はじめてホプキンズは

神の胸に永遠に救われたのではなかったか.


